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そ
れ
な
り
に
大
き
な
樹
木
だ
っ

た
ゆ
え
、
台
風
の
折
な
ど
私
の

書
斎
兼
寝
室
の
防
風
木
と
し
て

心
強
い
存
在
だ
っ
た
。

　
と
も
あ
れ
今
後
の
台
風
到
来

を
考
え
る
と
わ
が
部
屋
の
外
に

防
風
の
樹
木
が
欲
し
い
。
枯
れ

た
山
桃
程
の
大
き
さ
に
育
つ
に

は
何
十
年
も
か
か
る
、
と
な
る

と
こ
ち
ら
の
命
が
な
い
。
あ
れ

こ
れ
と
迷
っ
た
末
に
桜
の
木
は

ど
う
か
と
考
え
た
。
愛
犬
み
か

ん
の
散
歩
に
行
く
多
賀
の
海
辺

に
は
八
重
桜
が
咲
い
て
い
る
。

桜
の
生
育
は
結
構
早
い
、
ま
た

わ
が
家
は
大
島
桜
、
染
井
吉
野
、

枝
垂
れ
桜
は
あ
る
が
、
八
重
桜

は
な
い
。
そ
ん
な
わ
け
で
造
園

　
去
年
の
こ
と
だ
。
六
、
七
十

年
は
経
っ
て
い
る
と
思
え
る
実

生
の
山
桃
が
枯
れ
た
。
生
来
、

山
桃
、
椿
、
松
は
潮
風
に
強
い

は
ず
だ
が
、
幹
廻
り
一
メ
ー
ト

ル
は
優
に
超
え
る
山
桃
が
、
家

の
壁
に
寄
り
掛
か
る
よ
う
に
倒

れ
込
ん
で
き
た
。

　
万
物
ダ
メ
に
な
る
と
き
は
か

よ
う
な
こ
と
か
。
こ
の
山
桃
、

　
時
代
劇
初
主
演
と
い
う
松
坂

桃
李
君
も
見
事
な
殺
陣
と
爽
や

か
な
人
柄
を
見
せ
て
く
れ
た
。

ス
タ
ッ
フ
・
キ
ャ
ス
ト
の
方
々

が
原
作
を
大
事
に
し
て
制
作
し

て
く
れ
た
の
が
よ
く
分
か
る
。

原
作
同
様
に
祖
父
、
嫁
、
孫
と

三
代
で
楽
し
め
る
作
品
に
仕
上

が
っ
て
い
て
感
激
し
た
。

　
公
開
は
新
し
い
元
号
と
な
っ

た
ば
か
り
の
五
月
十
七
日
だ
。

　
八
重
桜
も
映
画
も
大
輪
の
花

を
咲
か
せ
て
く
れ
る
と
い
い
の

だ
が
。

屋
に
相
談
し
、
う
ち
の
敷
地
に

運
び
上
げ
る
こ
と
の
で
き
る
最

大
の
大
き
さ
の
八
重
桜
を
頼
ん

だ
。

　
植
え
込
み
が
終
わ
っ
た
の
は

昨
秋
の
こ
と
だ
。
こ
の
原
稿
を

書
い
て
い
る
一
月
末
、
高
さ
五

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
八
重
桜
に
小

さ
な
蕾
が
生
じ
て
き
た
。
四
月

に
な
る
の
が
楽
し
み
だ
。

　
昨
年
末
の
こ
と
だ
。
た
だ
今

制
作
中
の
映
画『
居
眠
り
磐
音
』

の
初
号
試
写
を
イ
マ
ジ
カ
の
試

写
室
で
見
た
。
こ
の
と
こ
ろ
映

画
館
と
は
縁
遠
か
っ
た
せ
い
も

あ
り
、
大
き
な
画
面
で
見
る
映

像
に
は
圧
倒
さ
れ
た
。

4 月
10日

『
武
士
の
賦
』

居
眠
り
磐
音

《
文
春
文
庫
》

10日
7 月

12日
6 月

29日
5 月

18

『
日
の
昇
る
国
へ
』完

新・古
着
屋
総
兵
衛

《
新
潮
文
庫
》

「
佐
伯
通
信
」第
48
号
は
、7
月

10
日
刊
行
予
定
の『
新
・
酔
い
ど

れ
小
籐
次
』⑭（
文
春
文
庫
）に

入
り
ま
す
。

※
発
売
日
は
予
定
で
す
。

『
春
淡
し
』

吉
原
裏
同
心
抄

《
光
文
社
文
庫
》

14

『
旅
仕
舞
』

新・酔
い
ど
れ
小
籐
次

《
文
春
文
庫
》
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２０１9年の「佐伯通信」は、佐伯泰英事務所が下記出版社の協力のもと発行いたします。

も
の
の
ふ
　

ふ

《
文
春
文
庫
》

居
眠
り
磐
音

【
決
定
版
】

4月10日　❹『雪華ノ里』　❺『龍天ノ門』
5月10日　❻『雨降ノ山』　❼『狐火ノ杜』
6月 7日　❽『朔風ノ岸』　❾『遠霞ノ峠』
7月10日　10『朝虹ノ島』　11『無月ノ橋』

た

て

「
佐
伯
通
信
」第
48
号
が
入
り
ま
す
。

（
初
版
の
初
回
出
荷
分
の
み
挟
み
込
み
）

「
居
眠
り
磐
音
」
決
定
版
の
サ
イ
ン
本
作
り
が
進
む

（
写
真
提
供
：
佐
伯
泰
英
事
務
所
）

　みなさま、『夢を釣る　吉原裏同心抄』をお読みいただきありがと
うございます。前作『木枯らしの』の最後で、幹次郎と吉原会所の七
代目頭取である四郎兵衛との間に重要な話がなされましたが、その
驚くべき中身がこの巻で明かされました……。まさに吉原にとっても、
幹次郎（と汀女と麻）の人生にとっても、そして物語にとっても大きな
転機を迎えることになりました。
　転機といえば、この四月いっぱいで「平成」も終わりますね……。
バブル崩壊から始まり、さまざまな重大事件や未曽有の天災と、多く
の困難に見舞われた平成ですが、そんな時こそ小説の世界へ夢を
馳せて、明日への糧にしてきた方も多いかと思います。佐伯先生の
作品はまさにそのような「夢」を描いていらっしゃると思います。これ
からの新しい時代も、読者の皆さんと一緒に私自身もこの夢の世界
を見守っていきたいと思っています。
　さて、近刊案内にもありますが、例年、三月と十月に刊行されてい
る「吉原裏同心抄」が、今年は六月にも刊行されます。新しい元号と
なる五月に公開される『居眠り磐音』の映画もたいへん楽しみです
が、「吉原裏同心抄」も一緒に盛り上がっていきたいものです。今後
ともどうぞよろしくお願いいたします。

大きな転機と、平成の終わり
㈱光文社　文庫編集部

「吉原裏同心抄」「吉原裏同心」
「夏目影二郎始末旅」担当 小口　稔


